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　ロシアは、20世紀の初頭から今日に至るまで、
長年にわたって多数のアニメーション作品を世
に送り出してきた。その中には、日本でも人気
の高いノルシュテインの作品のように、高い芸
術性を追求するものから、子供を楽しませるこ
とに主眼を置き、親しみやすく作られているも
のまで、さまざまな傾向を見ることができる。
ここでは、児童向けに作られたアニメーション
作品の中で、動物が主役となっているものをと
りあげ、主にキツネ・クマ・オオカミに注目し
てくフォークロア作品（主として動物昔話）と
比較しつつ分析してみたい。
1．ロシア昔話の中の動物たち
　ロシアの昔話の中には、「動物昔話」と呼ば・
れる一群の作品がある。「ロシアのグリム」と
も称されるアファナーシエフの収集を例に取る
と、分量にして一割程度が該当する。動物昔話
の中では、主役は動物たちであって、人間は登
場しないか、登場しても脇役でしかない。動物
たちはそのほとんどが人間のことば（ロシアの
昔話ならばロシア語である）を話し、互いに意
志の疎通ができる。まだ、人間と同じように、
家を建てて住んだり食事のために料理を作った
りする姿が描かれることも珍しくない。
　動物昔話において活躍するのは、クマ・オオ
カミ・キッネであるe他にも、オンドリ、ネコ、
ウサギ、イノシシなどの動物や、虫やキノコが
登場する作品もあるが、クマ・オオカミ・キツ
ネが群を抜いて多い。以下、主としてロシアの
昔話におけるこれらの動物の役割を見ていくこ
とにする。
　　i）キツネ
　ロシアの動物昔話にもっとも頻繁に登場する
動物はキッネである。東スラヴ（ロシア・ウク
ライナ・ベラルーシ〉の昔話の筋立てを整理
してインデックス化した「筋立て対照索引」
（Cpal3HHTe澗bHh互曲　YKa3aTeJlb　clo｝KeToB．1
以下、cycと記す）においても、家畜でない
動物を扱う筋立て（No．ユ～No．99＞のうち、　No．
1～No、69が「キツネ」でまとめられ、　No．70
～No．99が「その他の家畜でない動物」とされ
ているなど、別格の扱いである％その中で、
キツネの姿がもっともよく現れている筋立ては
次の通りである（Kpyi｛，　c．25）。
Ii　BO河K）：キッネは荷車もしくは櫨から魚
を盗む。死んだふりをして道に横たわり、農夫
がキッネを積み込むと、魚を投げ下ろして自分
も飛び降りる（cyc1）。オオカミはキツネの
勧めに従って尻尾を氷に開けた穴に下ろして魚
を獲ろうとするが、尻尾は凍りついてしまう。
オオカミは人間から逃れるが、尻尾を失う（C
yC2）。わざと、あるいは偶然に、キッネは頭
国際教養学科
一365一
県立新1潟女子短期大学研究紀要　第45号　2008
に練り粉（もしくはスメタナ）を塗り、殴られ
て脳みそがはみ出した、と言う（cyc3）。キ
ツネは同情したオオカミの背中に乗せてもらい、
fぶたれた者がぶたれていない者を運ぶ」と言
う（CYG4）。
イノシシ、オオカミ、クマ、ウサギ、キッネな
どの動物がオオカミの穴に落ち込んでしまい、
順番に共食いしてゆく。最後にキツネが残り、
穴から外へ逃れる（cyc20A）
猫のいない間に、キツネが雄鶏をおびき出して
さらう。猫はキツネに追いついて雄鶏を助ける
（GyG61B＞
ま一Ω＿：キツネは、木を倒してツグミの雛を食べるといって
脅す。カラス（またはかささぎ）がッグミに良
い助言を与える。キツネは死んだふりをしてカ
ラスに復讐する（cyc56A）。キッネはッグミ
の雛を巧妙におびき出す。ツグミは犬の助けを
借りて復讐する。犬は死んだふりをしてキツネ
を捕える　（CYC　56B＞
H，a・1・1・ca）：キツネは巧みな助言をして農夫
がクマから逃れるように助ける。農夫は礼をす
る代わりにキッネに袋を負わせるが、中には犬
が入っている。袋から出た犬はその場でキツネ
を噛み殺す（あるいは追いかける｝。キツネは
逃げて穴に隠れる。自分の足、E、尻尾に、何
をしたかを尋ねる。尻尾は邪魔をしたと答えた
ので、キツネは尻尾を穴の外に出し、犬はキッ
ネを引きずり出す（cyc154）
eaH・fi・x　西Hc』1＞：キッネが壊れたながえを
取り替えるために森を探している問に、動物た
ちが馬（あるいは牛〉を食べてしまい、代わり
にかかしを置いていく＜cyCl58＞
　昔話の中のキッネは、鳥や魚、小動物などの
獲物を狙うだけでなく、自分よりも体が大きく
強いクマやオオカミにも、策略によって勝つこ
とができるほど、賢く言葉巧みである。しばし
ば人間にも勝つが、犬には弱い。また、cyc
Z54のように、知恵がありすぎて自滅する物語
もある。KpyKによれば、これらの物語に描か
れているキツネの特徴は、XllTpeCTbという
一語で表すことができ（KpyK，c．25）、昔話の
中でキッネを譲る際に、nHcaという名詞の代
わりにXla　Tpa”という形容詞が使われること
も多い（Kpyl｛，c．37）。xHTpocTb（xHTpbl∫の
は、ずるさ、悪賢さ、たくらみ、といった否定
的な意味だけでなく、巧みさ、創意工夫、手の
込んだ仕掛け、といった意味も持っており、キ
ッネという動物も、単に「ずるい」だけではな
く、巧妙さ、賢さを併せ持つ存在として描かれ
ているということができる。
　　ii）オオカミ
　オオカミも非常に多くの昔話に登場している。
オオカミが登場する筋立てには、たとえば次の
ようなものがある。
　オオカミが木に登る（Boa　EqM　ne3yT　Ha
一E1ee．p－g！｝－g－zo）＿：オオカミの上にオオカミが乗っ
て獲物（人間）を捕えようとする。人間は下に
なっているオオカミを驚かせ、それが逃げたの
でi残わも落ちる（cyc121）
墨塵一＿：空腹のオオカミが、さまざまな動物たちに次々と出
会い、彼らを食べようとする。馬にはパスポー
トを見せるから、ブタには子供たちに洗礼を受
けさせるから、という理由で待つように言われ、
オオカミは言われた通りに待つ6オオカミは空
腹のままであるか、あるいは殺される
（cyc122A）
　王子と灰色狼（Uae翻qHceb説Bom｛）：
三人の兄弟が火の鳥を求めて出発する。末の弟
がオオカミの助けを借りて獲得する。馬と王女
も手に入れる。兄たちは得たものを奪い、彼を
殺す。オオカミが主人公を生き返らせ、悪だく
みが暴かれる（cyc550）
＞KllBOTHble）1若者がオオカミ、カワカマス、
アリを助ける。動物たちは王女から出された難
題を果たし、王女と結婚するのを手助けする（C
yc554）
　キッネの項で挙げたcyG2，　cyc　4に見られ
るように、キツネとオオカミが一緒に登場する
場合、オオカミの役劉は、キツネにだまされて
ひどい目に会う、というものが多い。キッネの
登場しないcyc　121，　cyc　122Aでも、オオカ
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ミは獲物として狙った動物たちや人間に簡単に
騙される、「恐ろしいが頭が良くなく、知恵に
よって勝てる相手」として描かれている。一方、
cyG550，　cyG554に登場しているオオカミは、
「頼もしく忠実な援助者」である。キッネの形
象がほぼ一定であるのに対して、オオカミの形
象にはかなりの幅があると言うことができる。
　その理由は、キッネとオオカミが登場する昔
話の種類の違いにあると思われる。キッネが登
場するのは主として動物昔話で、他の動物との
関わりの中で描かれるのに対し、オオカミは魔
法昔話や小話的昔話にもよく登場し、人間との
関わりも描かれている。そして、動物昔話だけ
をとりあげるならば、オオカミの形象はキツネ
と同様に安定しているが、それ以外の昔話をも
考慮に入れると、cyc12ユのように、人間を食
べようとする「恐ろしい（が愚かな）敵」から、
cyc　550，　cyc554のように、主人公を超入的
なカで助ける存在まで、幅が広くなるのである。
オオカミの形象の広がりが、人間との関係を描
く中で生まれていることは注目すべきであろう。
　　iii）クマ
　クマの形象は他の動物に比べて複雑である。
「その複雑さは、今日の我々にまで伝えられて
きた、クマやその振る舞い、行動、他の動物や
人間との関係などに関する昔話が、歴史的にみ
ると、東スラヴの説話のさまざまな段階（最古
のものも含めて）の層に遡ることができるとこ
ろから来ている」（KpyK，　c．44）。東スラヴ
の地域に生，自、している動物の中で最強であり、
頭もよく、敏捷であり、後足で立ち上がった姿
には人間を思わせるものがあるところなどから、
森の王、動物の長として描かれることが多い。
その一方で、時代が下るにつれて、動作がのろ
く不器用で、お人よしで血の巡りが悪い、とい
った描き方をされるようになってくる（KpyK，
c．46）。クマは、キツネやオオカミの項で取り
上げた筋立てにも登場しているが、ここでは、
キツネ・オオカミの項で取り上げていないもの
をいくつか示す。
　義足のクマ（州eABeAb’E｛　a朋nOBom｛ore）
：クマがおじいさんとおばあさんの小屋へ、自
分の切られた足を取り返しにやってきて、足を
返せ、と歌う（cycユ61A＊）
一：手袋（馬車）に、ハエ、不スミ、ウサギ、キッネ、オオカミ
がもぐりこむ。クマが全員を押しつぶす（Cy
C283B＊）
　クマ（レーシー、魔法使い、盗賊）と三人姉
a3601拍11K）HTHceCTbl）：姉たちは
特定の場所へ入ってはいけないという禁止に反
して殺される。末の妹が生き返らせ、その場所
にいたことを隠し、殺した者に姉たちを運ばせ、
それから自分も、「両親への贈り物」だから中
を見てはいけない、と言いくるめて、袋（籠）
に入って両親の家へ運ばせる（寝台に人形を残
して逃げ去る）（cyG311＞
：まま娘は森へ連れて行かれる。マロースコ（バ
ーバ・ヤガー、レーシー）が娘に試練と褒美を
与える。まま娘はクマとかくれんぼをするが、
ネズミに助けられる。実の娘も褒美をほしがる
が、試練に耐えられず死ぬ（cyc480）
：若者（クマの息子であることが多い）が並外
れた力を（鍛冶場で、森で）発揮し、時には自分
の主人に害を与えてしまい、苦情を受ける。彼
は追い払われるが手柄を立てる（cyc650A）
　クマはオオカミとの問に、他の動物にとって
脅威であるところなどの共通点を持っているe
このため、動物昔話の筋立ての中でも、クマと
オオカミは入れ替わることがある（1くPYK，　c．
49）。また、「クマ（レーシー、魔法使い、盗賊）
と三人姉妹」のように、森の精であるレーシー
や魔法使いなどと入れ替わる筋立てもあり、ク
マの形象にそういった存在とも通じるものがあ
ることを物語っている。
　その中で、トーテム信仰の残津をとどめてい
ると言われる「義足のクマ」や、いろいろな生
き物が、ハエ、ネズミ、ウサギのように小さな
ものから順番に現れ、最後に最大のクマがやっ
てきて破壊する、という「ハエの御殿」などの
筋立ては、クマの存在なしには成立しないとい
える。また、「クマの耳のイワン」のように、
人間との間に子供が生まれるのもクマだけであ
る。
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2．児童向けのアニメーション映画と動物
　ロシアの児童向けアニメーション映画は、そ
の大部分が、IO分前後の長さで一つのまとまっ
たお1活となるように作られている。稀にはシリ
ーズ化される作品もあるが、その場合にも、続
編が1つもしくは2つ作られて、二部作ないし
三部作となるのがほとんどで、第18話まで作ら
れたHy，　rloro脳！などは非常に珍しい例と
いえる。大多数の作品は、それぞれ別個のもの
として作られているのである。そのためか、ロ
シアのアニメ映画作品のビデオ化（DVD化〉
は、かなりの頻度で行われているように思われ
るが、任意の作品を手軽に入手できるという状
況には、残念ながらまだ至っていない。ロシア
で販売されているビデオやディスクには、4～
10本程度の作品が収められているものが多いが、
テーマに緩やかな共通点のあるものを集める、
制作年代の近いものを集める、など編集方針が
まちまちで、体系的に収集することが困難なの
である。このため、ロシアの児童向けアニメー
ション映画の全体像をつかんでいるとは言えな
いが、これまでに入手することのできた作品の
中からいくつかを取り上げてみたいe
　ロシアの晃童向けアニメ映画には、ロシア昔
話を下敷きにぜ乍られているもの、ムーミンやア
イぷリット先隻のような児童文学の名作を映像
化したもの．オリジナル脚本に基づくものなど
があb、主人公も、人問の子供や森の動物から
幻想的な生きものまでさまざまである。作品に
よっては、動物がん聡のように服を着て町で暮
らしていることもあるeテーマも手法もバラエ
ティに富んでいるが、ここでは、当然ながら、
動物が主役として登場する作品を考察の対象と
している。
　「小さなおやしき」（TepeM－TepeMO、1｛．
刀．AMa』bpHic監督、1971）は、ロシァ昔・話
に基づいて作られたアニメ映画の一つである。
「ハエの御殿」の筋立てであるが、ここでは、
ハエ、ネズミ、カエル、ウサギ、オンドリ、ク
マが登場する。ハエが住み着いた家に、次々と
動物たちがやってきて、自分も住まわせてくれ
るようにと頼み、受け入れられるが、最後にや
ってきたクマが家を壊してしまう、というあら
すじは、昔話に基づいている。ただし、昔話の
中では、最後にやってくるクマは、小動物たち
の住む家を、特別な理由なしに破壊してしまう
のだが、「小さなおやしき」では、クマは先住
の動物たちに、自分を入れてくれと頼む。狭く
て無理だと言われても意に介さず、自分の体よ
りも小さい家に無理やり入ろうとして壊してし
まう。つまり、悪意や攻撃性からではなく、仲
間に入りたいという気持ちと、状況判断の誤り
によって壊したことになっている。また、昔話
はクマが家を壊したところで終わるが、このア
ニメでは、動物たちが協力して家を立て直して
いる。建築作業では、力が強く器用なクマが活
躍し、みんなで住める家が完成してお話も終わ
りとなる。このように、ここでは、昔話のクマ
の持っている不器用さや理不尽な暴力性が薄め
られ、善良で働き者であるというところが強調
されている。
　「おやしき」（TepeMOi〈．　C．1〈OCHUblH
監督、1995）は、同じ「ハエの御殿」の筋立て
に基づいて作られていながら、「小さなおやし
き」とはまったく異なる雰囲気の作品である。
話の進行はさかさまで、はじめにクマが登場し
て、小さな家に住みつくと、オオカミ・キッネ
・ウサギ・ハリネズミ・ネズミ・カエルが、住
まわせてくれるように頼む。大きいものから小
さいものへ、という順番でやってくることにな
っている。クマは彼らの頼みをことごとく、時
には乱暴にはねつける。最後に蚊がやってきて、
こんなに小さな生き物なら、と同居を許される
のだが、蚊はクマを刺し、驚いたクマが暴れて
家を壌して終わりである。このアニメのクマは、
貧欲で粗暴な存在であり、顔つきも終始意地悪
に描かれている。また、ここに登場するオオカ
ミは、バラライカをギターのように抱えた、軽
いノリの少年であり、クマにすげなく追い払わ
れた動物たちが野原で夜を過ごすときに、皆を
音楽で慰めたりしている。キツネは、毛皮のコ
ートを着てポーズをとり、女性的な魅力を振り
まく娘として描かれ、切り株に座って化粧を直
すシーンもある。キッネは自分の魅力でクマに
迫り、その話の最中にソーセージを掠め取ろう
とするなど、「ずるさ」を前面に出して描かれ
ている。オオカミの「軽さ」も、キツネの「ず
るさ」も、クマの家に入れてもらうことにはつ
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ながらないが、キツネ・オオカミ・クマの形象
がかなり極端に戯画化された例になっている。
　　「丸パン」（E〈ono601｛．　P．皿a日bl皿OB監
督、1956年〉も、昔話をもとにして作られたア
ニメ映画である。主人公は丸パンで、筋立ては
cyc2025の「丸パン（Ko』060K｝：丸パン
がおじいさん、おばあさん、オオカミ、クマな
どから逃げる」であるが、アファーナシエフの
昔話集では次のようなお話になっている。「お
じいさんとおばあさんが丸パンを作り、窓に置
いておいた。丸パンは床に落ち、転がって家を
出て行き、道に出る。ウサギに出会い、　『食べ
てやる』と言われるが、歌を歌って感心させて
逃げおおせる。オオカミ、クマにも出会うが、
同じような歌を歌って逃れる。最後にキッネに
出会い、歌を褒められ、『よく聞こえるように
顔に座って』と言われて従ったところ、食べら
れてしまう（Kono60K：AΦaHaCbeB，NQ35）」
アニメ映画のあらすじも、途中まではほぼこの
昔話に沿っているが、おじいさんとおばあさん
に子供がなく、逃げ出す前の丸パンを子供とし
て扱う場面、逃げ出した丸パンに、おばあさん
が心配して声をかける場面などが付け加えられ
ている。また、昔話では、動物に出会い、歌を
聞かせて逃げる、という場面が繰り返され、そ
の歌も同じであるが、「おじいさんからも逃げ
た、おばあさんからも逃げた、ウサギからも逃
げた・・」というように、一行ずつ増えてゆく。
この一見単純な繰り返しが昔話「丸パン」の主
眼だが、アニメ映画では、動物との出会いの場’
面ごとに、主人公に違う行動を取らせている。
ウサギは丸パンを食べようとはせず、歌って踊
る丸パンを感心して見送る。次に出会ったハリ
ネズミとは、お互いに名乗りあうだけで別れる。
オオカミは丸パンに「お前を食べるぞ」と言う。
丸パンは、歌を歌いながら逃れる。クマと出会
った際には、クマが捕まえていたハチを助けて
やり、クマに対して、小さいものをいじめるな、
と説教し、オオカミも負かした、クマだって放
り投げることもできる、と豪語する。クマは反
論すること転丸パンを脅すことも、食べよう
とすることもなく見送っている。最後に出会っ
たキツネは、昔話と同じように、初めから丸パ
ンをほめて歌を歌わせる。丸パンを顔に乗らせ
る企みも同じだが、ここで助けられたハチが登
場し、丸パンは食べられずに済んで、おじいさ
んとおばあさんの元へ帰るのである。アニメ映
画では、結宋を、主人公が食べられてしまう代
わりに、めでたく帰宅するようにと大きく変更
している。児童向けのアニメ映画としては、オ
リジナルの昔話の、ある意味で非情な結末をや
わらげることは不可避だったであろう。丸パン
に助けられたハチが恩返しをするエピソードは、
この大きな変更に説得力を持たせる役割を果た
している。もう一つの大きな変更点は、昔話の
主眼である「繰り返し」をほぼ完全に廃し、主
人公と動物たちとの関係を多様に描いているこ
とであるが、主として音声によって伝達される
昔話と、映像と声優たちの演技や音楽が一一体と
なり、過剰ともいえるほどの情報が伝達される
アニメ映画との、メディアとしての本質的な違
いをふまえた変更と考えられる。
　昔話「丸パン」においては、オオカミとクマ
の台詞や行動はほとんど同じであり、キツネだ
けが大きく異なった役割を持っている。しかし、
アニメ映画では、オオカミには、花に近寄ると
萎れるような嫌われ者であり、丸パンを食べよ
うとする攻撃者であり、獲物に簡単に逃げられ
る愚か者である、という性格づけが与えられて
いる。クマは、低い声で「自分は森の主人だ」
と言う、大きく恐ろしい存在ではあるが、動作
は鈍く、丸パンの根拠のない自慢を聞いても怒
ることもない、鷹揚な存在でもあるように描か
れている。一方、キツネは、上述のように、昔
話の中とほぼ同様の行動や台詞をもっており、
性格付けも昔話と同じになっている。
　「深い森の中」（BJIeCHO曲qa山e．　A．
IdBaHoB，　JI．日03月HeeB監督、1954年）は、
約19分と、比較的長めの作品である。題名の通
り森が舞台だが、昔話に拠らずに作られている。
主人公は過保護に育てられて少しわがままなア
ナグマの子供で、親たちは食べ物の獲り方や巣
穴の掘り方を教えようとするが、聞こうとしな
い。不注意で親からはぐれ、森の中で迷子にな
る。両親は子供を捜しに出かけるが、オオカミ
に出会って逃げる。夜の森をさまようアナグマ
の子は、フクロウに食べられそうになるが、ウ
サギに出会って助けられる。朝になって、食べ
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物をとれずに困り、ハチの巣に手を出して大群
に追われ、逃げだしてクマの親子に出会う。ア
ナグマの子はすぐにまた逃げ出すが、クマの子
も親も好恋的である。次に逃げ込んだ先はキツ
ネの巣穴で、キツネは怒って見せ、謝って出て
行くアナグマをll朝笑する。アナグマの子は自力
で穴を掘って隠れる。ウサギはアナグマの両親
に繊会い、子のところへ案内しようとするが、
オオカミに見つかって追われる。ウサギはアナ
グマの子の巣穴に逃げ込むが、オオカミが迫っ
てくる。そこヘクマの親子が通りかかり、巣穴
からオオカミを引きずり出して懲らしめる。ア
ナグマの両親も到着し、子と再会する。父親は
お仕置きをしようとするが、子はすばやく穴を
掘って、お仕置きから逃れると同時に成長ぶり
を承し．めでたく終わる。
　この作品には、アナグマとウサギのほかに、
キVネ・オオカミ・クマが登場してそれぞれ重
要な役劉を果たすが、アナグマを攻撃するのは、
この中ではオオカミだけである。ここではオオ
潅ミ1ま．言葉は話すものの、陰性で危険な存在
として描かれている。他の動物たちがしばしば
後昆で歩行しているのに対し、オオカミだけは
終始四つんばいであることも、野生に近い存在
として郵象付けるための手法と思われる。キツ
ネは、主入公に意地の悪い言葉を浴びせるので、
見る者の好感を得ることはないが、自分の巣穴
から追い払うだけでそれ以上の攻撃をすること
もない、いわば中立的な存在として描かれてい
る。クマは、オオカミとは対照的に、明るく陽
性で、主人公の危機を救う頼もしい存在となっ
ている。アナグマの両親も、オオカミに出会っ
たシーンでは慎重に道を選んで逃げるのに対し、
クマに対しては、「うちの息子を見かけません
でしたか」と丁重に話しかけるなど、大きく異
なった態度をとっている。オオカミが軽く描か
れているのは、ウサギとの追いかけっこの場面
だけである。この場面では、巧みに逃げ回るウ
サギを追うオオカミは、池に落ちたり、木に挟
まったりと苦戦してなかなか追いつけず、その
姿には、後述する「今に見ていろ」を思わせる
滑稽さがある。
　r5カペイカ」（「IATaqOlc．　K）．　nPblTI〈OB
監督、1977年）には、町に住んでいる動物たち
が登場する。彼らは、人間の子供と同じように
服を着て、キックボードやシーソーで遊び、ア
イスクリームを買って食べている。主人公は、
「深い森の中」と同じようにアナグマの子であ
るが、公園で遊んでいて5カペイカを拾う。持
ち主を探そうとするとキツネの子（アナグマと
同年くらいの男の子）がやってきて、なぜ自分
のものにしないのだと不審がる。次にオオカミ
（少し年上の男の子）に出会い、硬貨を取り上
げられるが、取り戻そうとして追いかけ、取っ
組み合いをする。そこヘサッカーの審判の格妊
をしたクマ（オオカミより年長で、大人かもし
れない）が現れて仲裁し、オオカミに、コイン
を返すよう命じる。アナグマの子は、アイスク
リームを買いたくなるが我慢して落とし主を探
し続け、お金を落として泣いているネコ（おそ
らく年下の女の子）に出会う。ネコに5カペイ
カを返して感謝され、お話が終わる。
　あらすじは道徳の教材のようであるが、ここ
でも、キッネ・オオカミ・クマの性格付けには
興味深いものがある。キッネは、コインを奪お
うとはしないが、ネコババを勧め、落とし主を
探したいアナグマを変人扱いする。オオカミは、
はじめは「この釘と取り替えよう」と持ちかけ、
拒まれると力を行使してコインを奪うという攻
撃者である。クマは、アナグマに味方し、オオ
カミを懲らしめる。アナグマの子が泣くと「坊
やはいい子だね」と慰めて去る、頼もしい存在
である。
　以上のように、昔話に基づいて作られたか、
新たな脚本によって作られたかを問わず、アニ
メ映画におけるキツネ・オオカミ・クマの形象
とその関係には一・一一．定の傾向がみられる。キッネ
は、攻撃者であることもあるが、力に訴えるこ
とはなく、策略や言葉を使って目的を達しよう
とする。オオカミは常に露骨な攻撃者として描
かれるが、自らの失策やクマの介入によって、
いつも獲物を獲得できずに終わる。クマは、昔
話の場合と同様、多様な描き方をされるが、多
くの場合、積極的な悪役ではなく、主人公を守
る「正義の味方」であることも少なくない。
　このように、アニメにおいては固定している
かのようなオオカミの形象を、完全に裏返して
見せているのが、「オオカミと子牛」（BonKH
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である。ここでは、主人公であるオオカミは、
さらってきた子牛が生まれたばかりで小さいの
で、育てて大きくしようと考える。子牛からマ
マと呼ばれ、えさを用意したり、寝床を作った
りと世話をするうちに情が移り、親の気持ちに
なる。キツネやイノシシ、クマがやってきて、
子牛を分け合って食べようと追るが、オオカミ
は拒む。やがて子牛はたくましい雄牛に成長し、
キッネたちを追い払う。
　オオカミは、子牛に飲ませるミルクを手に入
れるために、ヤギに花を贈ったり、農夫を脅し
て干草を手に入れたり、さらに飼料を手に入れ
ようと、同じ農夫の家に行って、脅す代わりに
薪割りを引き受ける、など育児に奮闘する。オ
オカミの外見がくたびれた中年男のように描か
れていることや、子牛にタバコを与えようとす
るイノシシを叱りつけたり、子牛に「本でも読
んでいなさい」と「ムムー」を与えたりするな
ど、児童というよりも大人の笑いを誘う場面も
多いが、ζの物語のインパクトの強さは、「悪
者」と相場が決まっていたオオカミが「良いお
父さん（お母さん？〉」になることもできる、
という意外性から生まれていることは問違いな
い。なお、脇役であるキツネとクマは、どちら
も子牛を食べようとする「敵」として登場して
いるが、キッネは一貫して食べようとするだけ
であるのに対し、クマは途中で「やっぱりやめ
ようか」と言い出したり、雄牛に追われながら
「だからやめようって言ったんだ」と言うなど、一
根っからの悪者ではないという印象を与えるよ
うに描き分けられているところも興味深い。
　吟に恥ろ」（Hy，nor。nli！B，K。TeH。UKHH
監督、1969－1993年）もまた、オオカミを主人
公とするアニメである。オオカミは若い男のよ
うに描かれ、目をつけたウサギをひたすら追い
かける。ウサギは巧みに逃げ回り、オオカミは
悔しがって「おい待て！」と叫ぶ。あらすじは
極言すればこれだけでs台詞もほとんどないが、
浜辺や遊園地、スタジアム、街路など、次々に
場所を変えて行われる果でしない追いかけっこ
が入気を博し、全部で18作のシリーズとなって
いる。この作品の中で、オオカミは絶えず追い
続け、そして見事に失敗し続ける。失敗があま
りに見事であるために、この作品によって、ロ
シア・アニメにおけるオオカミのイメージは、
「攻撃者」から「失敗者」へと変化したように
思われる。
3．まとめ
　キッネは、ロシアの動物昔話においてもっと
も重要な動物であり、動物昔話を構成する筋立
ての多くが、キツネを核として作られている。
昔話におけるキツネは、知恵を使って主にオオ
カミをひどい目にあわせたり、獲物を手に入れ
たりする。児童向けのアニメーション映画にお
いても、キツネの役割はほぼ一定であり、他の
動物たちに働きかけて目的物を獲得しようとす
ることが多い。このため、主役は常に他の動物
に譲っている。
　オオカミは、動物昔話だけでなく、魔法昔話
や小話にも登場する。動物昔話の中では、おも
にキツネに騙される役回りだが、魔法昔話では、
主人公を助ける援助者として描かれることもあ
るなど、昔話におけるオオガミの形象は幅広い。
一方、アニメ映画では、オオカミの描き方はほ
ぼ一定で、主人公や弱い動物に対する無慈悲な
攻撃者であるが、そのような固定したオオカミ
像を逆に利用する形で、オオカミを意外性のあ
る主人公として描く作品もある3。
　クマは、昔話においては、強く時に恐ろしい
森の王、動物の長であったり、動作がのろく不
器用で、お人よしで血の巡りが悪い存在であっ
たりと、ロシア（スラヴ）民族のクマに対する
観念の複雑さを反映して、さまざまな描き方を
されている。この多様さはアニメ映画にも反映
されているが、オオカミよりもはるかに好意的
に描かれている。特に、オオカミと一緒に登場
する場合、他の動物をオオカミから守る者とし
て描かれることが多い。このように、アニメ映
画では、キツネの形象は昔話とほぼ等しいが、
オオカミは昔話よりも倭小化され、クマは理想
化される傾向にあると言うことができる。
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参考：cycのキツネ。オオカミ
記録されているものを衷で示す。
イトで参照できる。
・クマが登場する筋立てのうち、ロシアで3つ以上の例が
なお、それぞれの筋立てを含む昔話の所収は、cycのサ
キツ オオ
cyc CH））KET クマ? カミ
JIHca　iqla双eT　pbl6y　c　Bo3a（caHe藍）：npHTBopHB皿cL　MepTBo貢，
1 1 エIo｝K眩Tc珊Ha皿opory；My）KHK　K皿a、叫eT　ee　Ha　Bo3；oHa　c6pacHBaeT
pH6y　H　cl1pblrHBaeT　c　Bo3a．
Bo且K　y　npopy6H：Ho　coBeTy　JIHcbl　BoJIK　oHycKaeT　xBocT　B
2 2
npopy6L，　qTo6LI　HaπoBHTb　pLI6H；xBocT　np　HMep3aeT；BoJIKo ocnacaeToH　oT皿oμe貢（My⊃KHKoB，6a6　c　KopoMblcπaMH），06GpBaB
XEOCT， 1
J王Hoa　o6M　a3LIBaeT　roJIoBy　TeoToM（cMeTaHo首〉：HapoqHo㎜
3 3
cJ功呵a且Ho皿Hca　nona皿aeT　ro霞oBo益BKBa田HKI　c　TecToM（roP】皿oKo
co　oMeT＆Ho亜）；IIpHTBopHeTc」旺，6y，町ro　ee　Ta耳H36HJIH，　qTo
?
BblOτynHJI　MO3r・
4 4 1「aHT』磁He6HToro　Be3eT11：皿Hca　eAeT　Ha　Bo皿Ke．o o
丑・。a－・・BH那a：㎜ca　H・。凪（M・耳Be飼xp曲・叩。・anac　M・江
（Mac皿o）；皿ca　npmB。P兄eT。凡6y卿ee　3。ByT　B　noBHTyxH　H
5 15 cbe朋eT　Me江；oHa　o6BHH∬eT　Bo皿Ka　H，肛06LI　AoKa3aTb　ero　BHHy．o o o
1｛a慨βHBaeT　eMy，　cH澗¢My，6pK）xo　Me耳oM，　KoTopL撹6y，町ro　6H
］レ13HerO　BbITOI田皿C且．
3Bepn猛HMe：Ka6aH，　BoJIK，　MeABe双L，3a別［罵，　J皿【ca　H　np．，
6 20A 　　　　　　　　　　　　　　　　　｝O4yTHB皿1HcL　B　BoJ玉qBeH且Me，　IIooqepe1田o　IIo瑚〕aK｝T耳pyro ○ o
即y罫a；n。c皿e珊萌ocTaeTcH皿Hca，　oHa　ELI6HpaeTc∬H3測bl．・
n。環Hp㎜e　co6。TBeH恥lx　BHyTPeHH。cTe通：r。皿o耳HaH皿ca
7 21
yroB吊pHBaeT　ro皿o湾Horo　BoJIKa（Me江Be即1）paonopoT五6pK）xo　Ho o ocLecTb　co6。meHHbIe皿InKH（pa36HTb　r。∬。By　H。Lec恥cBo量
M。3r）；㎜30THOe　c∬e皿yeT　cOBeτy　H　nO皿6aeT， 1
1騨HycTb　ToT　cepe耳HT，　Kro　Ha　He60　rJI凡叫HT11：Jr匪ca　oTKaβbIBaeTc且
8 35B＊ B3皿｝M∬co　H3　KaHKaHa　no即pe即。roM　nocTH。ro澗（cpe瓜a，o ??
H肥匠Ha）；B。皿K　nOn瓠aeT　B　KamくaH，朋Ca　yHOC田M∬C。．
∬y6且Ha班H皿e期Ha隈xaTa：皿H。a　CTP。HT　ce6e皿e脚脚xaτy，
9 43 日。皿｛（Me邸e月b，3a且取）一且y6鵬贋0；BeCHO営xara皿CH　TaeT；OHao o o
HHTaeTC且3aB皿1瓢eT団y6∬HO逝xaTO営．・
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oYrOIIIaeTECYPaBJIHC1aPeJIKH,)KYPaBn5JIllCY-M36YTblnKH.
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11 61B oyHocurneTyxa,KoTHacrmaeTeeucnacacrTneTyxa.
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"HCaTOnHTKY])[[IIIH:HeMO)iCeTBblTallIUTbCBOIOTOllOBYH3
olcyBmMHa;irbiTaeTcHeroyTonHTbliToHeTcaMa.
BollKBrocTJIxyco6aKII:BblnmcnlimKoMMHeroHnoeT.
13 100 HecMorpHHanpenyllpe)KieHHHco6aKii;eroy6miaioT(H36rmIito
eHcnacaeTci6ercTBoM).Cp,:l22C.
Co6aKa"BenK(MeJEBeAh):BonKnoyToBopycce6aKoli
14, 101 nexMmaeTpe6eHKa(oBuy)HAaeTco6aKeomHTbero;3a3To
cTapaJlce6aKagonyz{aeTrlponuramleoTxo3JmHa.
1
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15 103 noBanKaivtH,pa36era}oTcfi(103A-KoT-My)icfllichi;1e3A'-o
KeTe6sfiBnsleTce6HuapeM3BepeM"noJly[IaeToTHMxqapcKy}o
eJry).Cp.:I26A'.
16 106*
BOJIKHCBmnSHICBIIHbSHaTaXtKiiBaeTCfiHaBOllKa,rlPOCrrTo
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??
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PaCnaPblBaeTBOJTKY6PIOXO,OTKYIaBblXOA"TK03JIJITa.
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MelllKaBOJT;lbK)rOfiOBY.
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BOJIKa(MellBeJtfi,Pa360imnKOB),nblTalOIIIHXC"llPOHHKHYT6B"X
noM(BnoM,3aHfiTbltivaMH)(130A-)I〈HBeTHblecTpoflTnoM;o o
130B-〉I〈MBoTHbley6eraloToTyrpo3hlcMepTuBnec).
MY)ICMIC,MenBelZh,nHCa(3a"II)HCneneHb:MYnCHK"ne)KHT"
23 152 MenBeA"PaCKaJIeHHbTM)Kene30M,:IOMaeTHOrHJIHCe,BTblKaeTo o
cono-MMHyBcnenHfl.
MY)ICHK,MenBenbHJIHCa:jlllCaXIdTPblM"COBeTaMHnOMeraeT
My)lcHIcyH36aBMTbcHoTMeEBen";BMecTo6naronapHocm
MyMcmcHarpyMcaeTJIHcyMemKoM,BKoTopoMcnpATaHaco6aKa;
24 1S4 BblnYIUeHHaflM3MeUIKa,OHaIYTX{ePa3PblBaeTJllICY
(npecnegyeTee);nHca"pff[IeTcABHopyoTrroToHll;cnpalllIIBaeT
cBoMHom,rila3a,xBocT,lcrouTonenan;xBocToTBegaeT,qTo
MelllaJl,OHaBblCOBhlBaeTerOM3HOPblHC06aKHee,
BblTaCKHBaH)T.'CTapaslxrle6-conb3a6blBaeTcH:ilenOBeKcnacaeTBoJnca
(MenBeA",3Melo);KorAaollacHocThMnHyeT,ToTxoueTero
25 15S
C5eCTb(3anYIUIITb,Y)ICaJIMTb);06Pa!rlalOTCflKBCIPeUHblM
o o o)latBeTHblM-CYnbfiM;n"Ca3aCTaBJI5IeTBOnKaBePHYTbCHB
fipeN{HeenelleMceHHe(BMeliroK);llenoBeKeroy6MBaeT,a3aonHo
}i6HBaeTuAgCy.
gaCTbHIIEwtgejlOBeKlBOJ!Ka(MeJCBeAE,JIbBa)rrPellYrlPe)KXIaEOT,
26 lS7 lvTggeggeeKaHy)KHo6oflTbcE;llJleTMallsunK-6yqymntogefieBeK,cTapHK-6blBm"tiqeHoBeK,oxoTHllK(connaT)-
HacTgflmlitigelleBeK.
3BepttlicaHjlxynHcbl(cTapymlcM):fioKarmcaHmeTBJecy
27 IS8 emo6mo,gTo6hl3azv[eHldTbcnoMaBmylocH,3BepllcbeJIa!oTo
nel!lanb(6bli{Ka)HOCTaBJrHIOTBMeCTOHeeilYilenO.
MepaeJIBHanmloBetiHore:nplixonHTB"36ycTapnicali
28 161A*cTapyx"3acBoeMerpy6ileHHertllarloti,fioeTeToM,qTo6bleMyo
BepHynHee.Cp.:-366A*.
MeJ[BenbvacTapyxa:cTapyxacnacaeTcnoTMeABenfl,o6emafi
29 -161A**eMy"mpeny[[EKy"H"Temy!rllcy".u"noToM6a.nlcy";noToM-･o
TeJIKyeTgmo6euzaHnz.
30 163
IIeHHeBOJIKa(Pe)Ke-Me2IBeJIH)!BOitKneCHevaB51MaHHBaeTY.
CTaPliKa7KIIBOTHblX(OBIIY,IgYPOgKY,TenKY),rlblTaeTCECLeCTbo
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cTapyxy(BbrMaHmbBHy[llcy),
"3acKallorlKy-rycoqKy":JmcaHotlyeTcocBoelicKanogKOtiB
31 170 H36e;yrpoM3ajlKo6hluponaBmyK)cKaJIoglcyoHaTpe6yeTo
rycoTIIgy,AaJlee3arycoqKy-oBeuKylir.n.
IIenoBeK,BonK,MegBeAbMnp.:BapnTBo3epermBO(CbiT"T
32 176**Bony);nooqepeJz"Kapaynffr;Ea6a-flra(qepT)M36miaeTBonKaMo o
1
MenpeJvi;gelleBeKy6llBaeTee.Cp,:-233*,AT1147*,
33 210*
BepnHoKa(MeneeJlbunp.):cTapliK,cene3eHb,paK,Bepeiso-ca,
)ICOJIYjff,HalCa3blBalOTBePmaOKY3aCMePT5CTaPYXHHBHYZIKH,o
34 225A
)KypallJIb(open)y-fTJmcy(uepefiaxy)aeTaTb:cBblcoTbT
o6pocaeTeeHa3eum,oHapa36HBaeTcs.
JIucaHapo3n(conoBeti):Jmcarpo3HTcficsecTbnTeHrxoB'
35 248A*nP03na;nP03JIBblTaCKMBaeTeeM3Jil"[EI,KOPMMTHnOllT;BblnaeT
co6aKaMimmcMemilT-caAmcHqeiloBeicyHaronoBy,noronbBeio
- ynapHH]TllefioM;BMecToHTmlbrnocrpaJtanqenoBeK.
36 283B*
TePeMMYXEEIBPYKaBHUY(nOB03KY)3a6liPalOTCAMYXa,Mbllllh,
o o o3ajlll,JI"ca,BollK;BcexlixnaBuTMegBeab.
L.
MenBeab(llemuii,gapoAen,pa36oi8HHK)MxpHcecrpbl:cTapllme
CeCrpblHaPYIIIalOT3aflPeTBXOAIIThBOC060enOMell[eHIIeH
FrH6HYT;MJIaJUUaHOHCIIBJIHeTHX,CKPbTBaeT,ZITOn06brBaJlaB
37 311 gToMnoMemeHliu,3acTaBJmeTy6MimyoTHecTHcecTep,a3aTeMo
Mce6HBpomi6nnbMBMemKe(Kop3HHe),3anpeTHBeMy
-
cMoTpeTb"rionap-ImlHpomirreneii"(y6eraeT,ocTaBfiBHa
nocTermKyKJIy).
EereTBeoTBenbMbl()Icene3HoroBonKa,uaponeEHnp.)c
38 313H*naMOIIIblO6POCaHllJITIYJIeCHblXnPeMvieTOB.-)nH30nBCKa3KaXo
Pa3HblXTrmOB.
3BepmloeMonoKo:cecrpa(MaTb)croBapMBaeTcficmo6oBHHKoM
(Pa36otiHnKoM,qaponeeM,3MeeM,gepToM,KaneeM,)Icerre3HblM
Be"KOM)TiOrY6PrTbH)HelllY""OCblmaeTerO3aMeJiOKOM
39 315 BOJIilMUhl,,MeJ[BenntlbMnbBHUbl,ilPMTBOPHBIIIHCb60nbHOito
cBfi3blBaeTero;repoMcllacaeTcEcnoMombio3BepeH-
'
BOJIilOHKa,MeJIBe)ICOHKa"JIbBeHKa;PaCxpaBJISIeTCHCBParOM,
Halca3blBaeTnpmBopmHuy.Cp.:590.
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JIeBymKaHacny;K6eyBenbMbl:cneJIyAcoBeTaMcblHaBenbMbl,
AeBYUIKallOHTKOPOB,KOTOPbleOKa3blBalOTCflBOnKaMH,CTPH)KeT
oBeu,KoTopbleoKa3blBaloTc"gepTfiMM(cp.:884B*);
40 428
ornpaBn"eTc"cfiopyrleHMeMHaToTcBeTKnpyrotiBenbMe(cp.1o'
465C),flonyTMTynaBH"MaTellbHoo6xonuTcflc)KIIBoTHbrMH,H
oH"evaconeMcTByloT(cp.:480),co3blBaeTHacBaJ[b6yrocTeli,
KeTePbleeKa3blBaEOTCfiHeUMCTblMM:BeJ(bManOM6aeT,a
dr
neBymKaBblxonm3aMy)K3aeecblHa,
BpaTbH-BopoHbi(ne6enH,BonKn):12(6HnH2)6paTbeB-
npeBpamaloTc"BnTau(KonnyHben,KonpyHoMuJmcaMHfion1
yrpo3oncMepTll),cKpblBaK)TcsHeH3BecTHoKyAa;ponHBmaslcfi
41 451 He3anoJlreJlouullnocne3Toroc,ecrpaoTnpaBJmeTcH"xvacKaTbovaHaxollurBllecHonxM)KvaHe;oHaJoJvicHaHecKoubKoneT
ocTaBaTbcflHeMofi,llTe6b!ocBo6ormTboT3aKsTfiTIIfi6paTbeB;]
)KrmeTBnecy;napeBlitl)KeHllTc"HaHeti;.eexoTnTc)Ketls,KaK
KonnyHblo,HoBceBbmcHseTcE.Cp.:710.
MazlexaHflaJplep"ua:namlepH-yyBo3JrrBnecsMopo3Ko
(E;a6a-ffra,lleiuMti,Byicp.TeKcTaxqame-Ko6hinflribfironoBa)1
42 480
ucnbTTbiBaeTAepyriiKyHHarpa)KnaeTee(AA48Q*B);oHaJ{TIePHUaHrpaeTBnP5rrKHCMenBeJ(eM,etinOMOTaeTMbll]IKa
(AA480"C;penHajlnottbTaK)KexoqeTneny[mTsnonapoK,He
1.
HeBb!neP"{UBaeTHCnblTaHIasIHnOrH6aeT.
I:(apeBvaqHcephltiBonK:lpn6paTaelryT3a)Kap-mnqeli;
43 550
MnaJl-nncijoMombioBonKano6blBaeTee:aTaK)KeKoHHuollapeBHy;6paTbHoTHHMaK)TyHeraAo6blilyHy6"BaloTero;
BonKo)KNIBJIfleTrepoH,o6MaHpacKpblBaeTcfi.Cp.:-530C*,
SilaronapHblemnoTHblel!oHomamaauTBonKa,r[ryKy,
44 554 MypaBbeB;oH"noMoraioTeMyBblnonHrrrbTpyAHblenopyqeHnJIo
llaPeBHblH)KeHllTlbCfiHaHeti.
MLBaHMeMle)KbeYIIIKOIIOHOIIIa(HePenKOCblHMenBelVI)
45 650A
nPOEBJI"eTHe06bl-aiiHYK)CHJIY(BKY3HHUe,BijeCY),liE!OrnaoBpeJuacBoeMyxo3fimly,HaBneKaeTHace6fl)Kano6hl;ero11
u3roHsiEoT,oHcoBepmaeTnonBurM.Cp.:30IA,B,
MopoKa:connaTpaccKa3blBaeTcKa31cva;xo3fluHva3e6pa)icaeT1
46 664B*MeJmenfl,connaT-BonKa"T,n.;3aHffMliroHnTcfico6aKa;--.o o
xo3fiHHnanaeTcnoJIaTeM.
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Manbq"KcnaJrbqHK(I'opomeK,BonoBbeymKe):gyAecHo
po)IqaeTcH,noMoraeToTuyHanalllHe;eronoKynaeTnaH(uen,
47 I030 uapb),KoTopoMyoHnoca)KnaeT;ttocnenpHlurloqeHHilo o
(nencTByeT3aonHocBopaMu,nonaAaeTB)KeJlynoKKopoBbl,
BoJnca)Bo3BpanaeTcHnoMoit.Cp.:327B,
48 1052
IIepeHocKanepeBa:qepT(Mem]eab)TamHTnepeBo,genoBeK
o(Jmca)caauTcflc3amlHaKopeHb.
CocTH3aHHeB6opb6e:genoBeKBMecToce6finoAcTaBnfleT
49 1071 oneJIYII[KY(6PaTa)-Me[BelUI.
rnyneu(non)6e3ronoBbl(oTKycmlMem]epm,oTopBano
50 1225 MenbHnlleti):npyTue("ceHa)noMHffT,rlTo6oponayHero6bma,ao
6blJIaJmronoBaHe3HaloT.
51 1529B*
TIynecHasloBna(Ko3a):My)KMKnponaeT6apHHy(nony)oBrry,
oKoTopan6ynTo6bmoBHTBonKoB;BonKiicbenaieTee.Cp,:1311.
BapcKafi"co6aKa":fiopeEueHmocyna3ay6myio6apcKyH)
C06aKYMY)KHKHCfiOJIH5IeTeee6fi3aHHOCTM;OHnaeT,KQrJIa
Bopblrpa6srrHMeHMe,Ho6ap"HHecnslumiBHoBbcyn,My)KHK
52 -1538*** o o
?
orrpaBnaH;Hogblonpunoe3mceqepe3necneHrioHBb!naeT3a
BenKa(MenpenH),IIyraeT6apHHa,rpe3mc"ocTaBurbereHa
C5eJleHIde3BePJIM(3aCTaBJIfieTilaJITbBCH)HOTIE,).
KOMHileCKHeOTBeTblHaCMelllHIIICa(MY)K"Ka)IIPOCTaKY
(rnynoMy6apHHy);"BenuKanvaHpMapKa?".-"HeMep"E".
53 1702C* o o"CMnbHa?".-"He6oponcfl"HT.n.;MenBemicepblti,BonKno
necy"o6emBaeTHymaMlifioneprHBaeT.Cp.:-2220*,
HaxBocTeyBonKa:repoliHoqyeTHaMenbHlllle,rTyraeT
pa36otiHiiKoB,ppmneniunxnellyiTbHairpa6neHHoe,6epeTce6e
54 I87S uxno6po(cp.:1653);oHMeToneBffT,caacaioTB6ouKy,qepe3o
oTBepclMerepotixBaTaeTBomca3ax]ocT;BoJIK6e)Km"Tam
3aco6oti6otiKys6o-Kapa36liBaeTc".
BonK(MeJ[BeAb)BblTaCKMBaeTgeHOBeKaH360llOTa:genOBeK
55 1900
yBfi3aeTB6onoTe,HaeroronoBeyTKaBbeTrHe3zao,BoJIKo oTIPHXOAliTnonaKOMurbCHHliIlaMH,geJIOBeKXBaTaeTerO
3a¥xBocf.Cp.:1889K.
56 l910
BOnK(MeJIBenb)BYITPfl)KKe:BOnKCbeJIaeTXOllIanb;eeXe3HfiHo ooxceBaeTHa3BepflxoMyTH3alrpHraeTBMecTonomanliBTenery,
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58 韮960MBo脚HO漸皿Me且b：双epeTCH　C　Me皿Be皿eM， o・
写9 2015
HeT　KO3H　c　opexaMH：KO3臼He甑εT　H3∬ecy，3a　He薩HOC』maK｝T
aO刀KOB，3a　BO∬KaM湘臼瓜Bε源HT．几；RO3a　B鵬pa職aeT帆Cp．：
Q12，2⑪34A＊，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・．
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井＿t　ntv「ロシア・アニメ　アヴァンギャルドからノ
ルシュテインまで」ユーラシア・ブックVvトNo、74
東洋書店（2005年）　　　　　　　　　　　”
http：／〆WWW．animator．ru／　　（ロシア・アニメ　デー
タベース）
1　http；〃www．ruthenia．ru／foll｛1⑪re／sus／in直ex．htm
　　で参照することができる。ただし誤植が散見され
　　るので、利用にあたvては注意が蟻要である。，
2　インデソクス番号’e：は欠番や重複があ珍N筋立て
　　の個数とは対応していない。cycにおける動物
　　昔話の筋立ての数は以下の通ウである。
　　動物昔話全体（No．001～299）：382
　　キツネ（No．⑪Ol～⑪69）：69
　　その弛の家畜でない動物（Ko．07⑪～099）：38
　　家密と家畜でない動物（No．100、149）：74
　　入問と家畜でない動物11粟oユ50、199）：57
　　家畜｛Ne巳2⑪0－｝219＞：33
　　鳥｝魚（No．220～274，）：69
　　魏の動物、植麹、非生物など（No．　275　一一　299＞；42
3　ロシア・アニメ映画におけるオオ重ミの形象とし
　　ては、ノルシュテインの「言舌む詣」に登場’する狼
　　や、］2i一リ・バルディンのr灰色獲と毒ずきん」の’
　　灰亀譲も重要であるが、晃童演酵の映画とは言い
　　がたく、ここでは取潭上げなかうた。
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